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MDT 通信を読んでくださっている皆様、今年

もプロジェクトの応援、どうぞよろしくお願い

致します。以下、1 月のプロジェクト活動を紹

介します。 

 

合同調整委員会にて 2012 年度プロジェクト 

活動計画の共有(1/17) 

タイ側と日本側のプロジェクト執行責任者を集

めて、第 5 回合同調整委員会会議を実施しまし

た。2011 年度の活動成果を振り返るとともに、

2012 年度の活動計画を共有しました。 

 

 

 

 

 

 

合同調整委員会メンバー：中央 JICA タイ事務所 

川端次長、右隣り人身取引対策部 サワニー部長 

合同調整委員会メンバー：中央 JICA タイ事務所 

川端次長、右隣り人身取引対策部 サワニー部長 

 

2012 年度は、2011 年度より本格的に開始したケ

ースマネジャー養成支援及び地方 MDT 強化支

援に力を入れるとともに、過去 2年間、現地NGO

女性財団とともに実施してきた被害者によるピ

アサポート活動からグッドプラクティスを抽出

しまとめる予定です。また、プロジェクト開始以

降、MDT サービスに対する人身取引被害者の満

足度がどう変化したか測るための調査も実施す

る予定です。 

 

パヤオ県でタンボン自治体レベルの MDT 強化

を目指した研修を実施(1/19-20) 

プロジェクト対象県であるパヤオ県では、過去に

国際機関が児童保護を目的とした MDT の設立

支援をした経緯から、MDT が郡及びその下のタ

ンボン自治体レベルでも既に組織され運営され 

 

ています。これら MDT は児童保護の強化を目

的に組織されましたが、近年では人身取引ケース

も含む多様な社会問題にも対応するようになっ

てきています。 

 

プロジェクトは、既にタンボン自治体レベルで

MDT メンバーとして活動する村代表、教員、看

護師、NGO スタッフ、被害者によるセルフヘル

プグループのスタッフ、地域ボランティアなど約

20 名を対象に、人身取引ケースにチームとして

効果的に対応し管理する力を強化することを目

的に 2 日間の研修を実施しました。 

 

研修では、ケーススタディを通して MDT の役割

と運営を復習するとともに人身取引ケースで女

性や子どもが支援対象となった場合、被害者認定

や必要な支援の特定といったアセスメントをど

ういったことに注意しながら行うべきか、との講

義を行いました。また、出身郡別にディスカッシ

ョンを行い、研修の学びをもとに人身取引対応と

して各タンボン自治体で何を行うか、6 か月計画

の作成を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループディスカッションの様子 

 

参加者は、MDT メンバーとして既に児童保護や

家庭内暴力、人身取引ケースの対応に経験がある

ため、講義中の質疑応答でも村レベルの経験の共

有や具体的な質問など、活発な意見交換が行われ

ました。一方、6か月計画では、時間的な制約も

あり、住民に向けた啓発活動など一般的な提案に 
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止まりました。プロジェクトでは、参加者がより

具体的な計画を立て、それぞれのタンボン自治体

のニーズに合った人身取引対応を行っていける

よう、フォローアップを行うことを予定していま

す。 

 

被害者を直に支援するソーシャルワーカーから

成功例の聞き取りを実施(1/27) 

プロジェクトは、ケースマネジャー養成支援の一

環として、シェルターなどで被害者を直に支援す

るソーシャルワーカーを対象に、カウンセリング

スキル向上研修を行うことを計画しています。カ

ウンセリングスキルは、被害者の満足度に直結す

るため、重要です。プロジェクトは、タイ国保健

省メンタルヘルス局と協力して、今年 3 月に 3

日間の研修を実施することを予定しています。 

 

研修の委託先であるメンタルヘルス局の職員か

ら、人身取引分野におけるソーシャルワーカーが、

どのように働き、どのような課題を抱えているか

を知ったうえで研修を実施したいとの要望があ

りました。その要望に応える形で、メンタルヘル

ス局の職員を質問者にして、日常的に被害者に接

しているソーシャルワーカー5 人を対象にフォ

ーカスグループディスカッション（FGD）を実施

しました。具体的には、①どういったケースに対

応することが多いのか、②どのように被害者と信

頼関係を構築しているか、③支援が成功したケー

スの成功要因は何であったのか、を中心に語って

もらいました。 

 

男性用シェルターで勤務するソーシャルワーカ

ーは、被害の状況を語りたがらない被害者に対し

ては、釣りなどをしながら、雑談を通して少しず

つ聞き出すようにしていると語りました。また、

具体的ケースでは、労働搾取を受けたアルコール

中毒の被害者を支援した例を挙げ、アルコール依

存症の治療や就職支援の際にも本人の意見を尊 

 

重し支援を行ったことが、アルコール中毒の克服

と本人が望む就業という成功につながったと話

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーカスグループディスカッションの様子 

 

元被害者で現在はソーシャルワーカーとして活

動する女性は、自殺の危険性のあった性的搾取被

害者を支援したケースを共有しました。頻繁な電

話や面会を通して被害者の相談にのり、トラウマ

に関しては精神病院と連携してプロの医療スタ

ッフに任せるなどして、自殺願望を克服させまし

た。また、被害者自身の自尊心回復支援の一環と

してセルフヘルプグループの参加を促しました。

その女性は、今ではそのグループのリーダーとし

て活躍しているとのことです。 

 

FGD 終了後、メンタルヘルス局の職員たちは、カ

ウンセリングスキル向上の研修では、人身取引被

害者がどのようなトラウマを抱えていて、それを

克服するのにどのようなカウンセリングが必要

かに重点を置いて研修を実施したいと言ってい

ました。また、今までの経験を語ってくれたソー

シャルワーカーたちは、FGD を通して被害者の気

持ちを考え、課題をひとつひとつ解消していく姿

勢が重要と再認識すると共に、自分がやってきた

ことは本当に被害者が求めていることなのか振

り返るきっかけとなった、と語りました。 

 

 

 

本通信は、人身取引被害者保護・自立支援プロジェクトの進捗状況および周辺情報をお知らせするために専門家の

見聞をお送りしています。JICA およびプロジェクトのカウンターパートの見解ではありません。禁転載。 


